
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 33

重度化・終末期に対して
未だ多くの問題を抱えて
おり１つ１つを解決する
上でスタッフ全員の理解
が必要不可欠と考えてお
ります。

施設内・外の研修や勉
強会に参加し知識を深
め理解する。

2 5

身体拘束をしない働
きをしているが、ス
ピーチロックの予防
はしているかを周知
し理解得る。

年に２回の施設内勉強
会・施設外勉強会

3 11
スタッフからの意見
聴けない事状況を
作っているのでは。

今後においても経営者
も巻き込んでの運営作
りに取り組む

4 10

家族や外部の方々か
らの意見を運営に反
映していける様にし
たい。

家族・外部の意見を経
営者サイドへ上げ運営
作りに取り組む

5 2
事業所と地域との繋
がりをもっと多くを
取り入れたい

地域交流の場を増やし
できるだけ参加し施設
を知って貰う事で、今
後の地域交流に繋げた
い。

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
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注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

家族や外部の方々の意見交
換し良い物だけを見出して
運営の繁栄へ。

12ヶ月

地域の方々から深く信頼さ
れる存在であり地域の方々
にもっと自分達の事を知っ
てもらう為に努力したい。

12ヶ月

スタッフ全員が、身体拘
束・スピーチロック

12ヶ月

スタッフからの意見を元に
運営が躍進し共に、発展し
て行ける様にしたい。

12ヶ月

目　　　　標

スタッフ全員この問題に向
き合い心を１つにできるよ
うにする

グループホームいこい

平成　２６　年　６　月　１０　日

目標達成に
要する期間

12ヶ月


